
幼稚園等教諭教員育成指標モデル

〇 教育的愛情と熱意をもって
教育活動に臨もうとしてい
る。

〇 〇

〇 社会人としての常識やマ
ナー，道徳性（情報モラルを
含む。）を身に付け，法令遵
守の精神に基づいた行動を
している。

〇 〇

Ｂ 識見・学び
続ける力

〇 学び続ける意欲をもち，他
者の意見を謙虚に受け止
めている。

〇 〇

〇 コミュニケーションスキルを
身に付け，他者と積極的に
関わり，助け合っている。

〇 〇

〇 自他を大切にし，人権感覚
を身に付け，互いに尊重し
合う人間関係を築いてい
る。

〇 〇

〇 園の経営方針を理解し，報告・連
絡・相談を適切に行いながら，
日々の教育活動に協働して取り
組んでいる。

〇 園の強みと弱みを分析したり，
PDCAサイクルを活用したりしなが
ら，組織を活性化させている。

〇 創意工夫や企画力を発揮し，他
の教職員とも連携・調整をしなが
ら，組織を活性化させている。

〇 園の教育目標の達成に向け，組
織力が発揮できるよう率先して工
夫改善に努め，園全体の教育計
画の作成に参画している。

〇 園務分掌等の業務内容を理解
し，計画的に職務遂行に努めてい
る。

〇 園務分掌等の業務を，周囲の教
職員と調整しながら遂行してい
る。

〇 園務分掌等の業務の工夫改善を
図るとともに，若手教員に助言を
している。

〇 組織全体を俯瞰し，業務の効率化
を推進している。

〇 家庭や地域，他校種との連携・協
働の意義を踏まえ，積極的に関
わっている。

〇 地域の教育資源（人材・施設・伝
統行事等）についての情報を把握
し，その活用を図っている。

〇 家庭や地域，他校種に働きかけ，
教育活動を充実させるためのネッ
トワークを形成している。

〇 地域における幼児教育センター的
役割（子育て支援）を認識し，家庭
や地域と協働する教育活動を推
進している。

〇 互いの課題や悩みを解決するた
め情報交換を積極的に行い，先
輩教員に相談したり助言を求めた
りしている。

〇 互いの課題や学びの共有を図る
とともに，若手教員の範となるよう
努めている。

〇 園内研修を充実させるとともに，
若手教員に助言をしている。

〇 人材育成の重要性を踏まえ，OJT
を計画的・継続的に進め，支え合
い，学び合う環境づくりをしてい
る。

Ｆ
危機管理
力

〇 安全教育・防災教育・情報
モラル教育・食物アレル
ギー対応等に関する危機管
理の重要性を理解し，危険
を察知したとき，状況に応じ
た行動をしている。

〇 安全教育・防災教育・情報モラル
教育・食物アレルギー対応等に関
する危機管理の知識を身に付け，
早期発見や想定外の事態への対
応に努め，緊急時に自分の役割
を果たしている。

〇 危機管理に対する意識を高め，危
険を予測して行動するとともに，
安心・安全に配慮した環境づくり
をしている。

〇 ヒヤリハットの事例の共有や環境
の改善，緊急時のシミュレーション
を行い，対応を考え，園の中心と
なって事故等の未然防止に向け
行動している。

〇 これまでの経験を生かし，地域と
協働した創意工夫のある安全教
育・防災教育・情報モラル教育・食
物アレルギー対応等に関する取
組を発信したり，危機管理体制づ
くりに参画したりしている。

  ○ 園の教育目標を踏まえ，幼児の
実態に応じ，作成の意図を考えな
がら，園のカリキュラムを活用して
いる。

○ 園の教育目標を踏まえ，幼児の
実態や新たな教育課題に対応す
るため，目的や意図を明確にした
カリキュラムを提案している。

○ 園の教育目標を踏まえ，発達の
連続性・関連性や小学校教育と
の接続を見通して，園の特色を生
かした創意工夫のあるカリキュラ
ムを作成している。

○ 地域の実態や園の教育目標・教
育活動全体を踏まえながら，カリ
キュラムを見直し，組織的に改善
したり調整したりしている。

○ 「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」を踏まえて行う日々の実
践・反省を，保育やカリキュラム改
善に結び付けている。

○ ○ 学校評価等の結果に基づき, 園の
課題を把握し,改善策を組織的に
展開している。

素
養

Ｂ
保育構想
力

○ 幼児の遊びや活動の姿，興
味や関心を想定しながら，
教材を分析し，保育を構想
している。

○ 幼児の実態に応じ，育みたい資
質・能力の育成に向け，指導の重
点を踏まえ，ねらいと評価を関係
付けて保育を構想し，環境の構成
を行っている。

○ ○ これまでの実践や経験を基に，教
材開発や保育構想に関する専門
性を高め，改善につながる助言を
している。

○ 基本的な保育技術を身に付
け，幼児の遊びの様子を把
握しながら保育を実践しよう
としている。

○ 育みたい資質・能力の育成に向
け，援助・環境の構成等の保育技
術を身に付け，活用している。

○ ○ 幅広い情報を基に，自分の保育
技術を更新しつつ，新しい方法を
取り入れた範を積極的に示した
り，園全体の保育力向上を働きか
けたりしている。

○ 幼児の発達段階に応じた保
育の方法を理解している。

○ 「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」を踏まえ，発達の過程を
評価し，保育を実践している。

○ ○ 個と集団の質的な学びの深まりを
把握し，意図的・計画的な保育を
展開している。

Ｄ
保育省察
力・改善力

○ 保育を分析して改善する手
立てを理解し，実践しようと
している。

○ 日々の実践を記録し，省察・改善
する習慣や他の教員の実践に学
ぶ習慣が身に付いている。

○ ○ 園全体の保育改善に取り組む体
制づくりに努め，教員の個性を生
かす助言をしている。

Ａ
幼児理解・
指導力

○ 幼児理解の意義や，幼児の
心身の発達の過程・特徴に
ついて理解している。

○ 幼児一人一人の人格を尊重し，
共感的理解に努めて信頼関係を
構築するとともに，社会的資質や
行動力を高めるよう指導・支援や
環境の構成をしている。

○ ○ 幼児を深く理解し，細やかな配慮
をするとともに，全ての教職員で
幼児の理解や指導・支援の方針
について共通理解を図る体制づく
りをしている。

Ｂ 集団づくり
力

○ 担任の職務内容や集団づく
りの意義を理解し，学級経
営の基本的な方法を身に付
けている。

○ 学級経営方針を基に，一貫性の
ある指導・支援をしている。

○ ○ 園全体の集団づくりの取組を視野
に入れ，活性化させるための具体
的方策を提案している。

Ｃ
課題解決
力

○ 園生活の中で生じる様々な
課題の発見と対応の方法
について理解し，積極的に
課題解決に取り組もうとして
いる。

○ 様々な課題に気付き，幼児，保護
者，他の教職員と相談しながら，
的確に課題解決を図っている。

○ ○ 園が直面する様々な課題を把握
し，組織的できめ細やかな保育が
行われるよう働きかけている。

Ｄ 未来ビジョ
ン育成力

○ キャリア教育・消費者教育・
主権者教育の重要性を理
解している。

○ キャリア教育・消費者教育・主権
者教育の視点を踏まえ，自分の
役割を自覚できる場等を設定し，
幼児の自己有用感を高めている。

○ ○ 園の教育活動全体を通じて,グ
ローカルな視野とキャリア教育・消
費者教育・主権者教育の視点を
踏まえた助言をしている。

Ａ
個に応じ
た指導・支
援力

○ ダイバーシティの理念及び
特別支援教育の基礎的な
用語や，個に応じた支援の
必要性を理解している。

○ 幼児のニーズに対応するための
専門性を高め，他の教職員ととも
に本人・保護者のニーズを踏まえ
た個別の教育支援計画や個別の
指導計画を立案して，個に応じた
指導・支援に取り組んでいる。

○ ○ 個々の幼児に対する合理的配慮
の実施について助言したり，障が
い者理解の促進について，家庭
や地域への発信に努めたりしてい
る。

Ｂ
チームに
よる実践

○ 関係する園内分掌（特別支
援教育コーディネーター等）
や関係機関（医療・福祉・労
働）のそれぞれの役割を理
解している。

○ ○ 園内で情報共有を行ったり，外部
の専門家や関係機関と連携したり
して，ケース会議等を実施してい
る。

○ インクルーシブ教育システム構築
に向け，関係機関等と連携しなが
ら，園全体で幼児を支援する体制
の整備を推進している。

Ｃ

｢やってみ
たい｣｢
やってよ
かった｣を
育む支援
力

○ 将来の社会参加と自立の
視点に基づき，発達障がい
等の特性による生活上の困
難や，問題行動への基本的
な支援方法を理解してい
る。

○ 幼児が見通しをもって園生活を過
ごせるように，園環境の整備や
ルールの明確化を図るとともに，
コミュニケーションスキル向上等
に関する指導・支援を行ってい
る。

○ ○ 個別支援や，ポジティブ行動支援
の実践について，全教員で効果を
確認し，幼児の成長を共に喜び合
う機会を計画的に設定している。

Ａ

ＩＣＴを効果
的・効率的
に利活用
する力

○ 保育や園業務に必要なアプ
リケーション操作や情報モ
ラル・セキュリティに関する
知識や技能を身に付けてい
る。

○ 所属する組織のセキュリティポリ
シーを理解し，保育，環境の構
成，保育記録，学級事務，園務等
において，ICTを利活用している。

○ ○ セキュリティポリシーを遵守し，ICT
の効果的・効率的な利活用につい
て教職員に提案している。
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資質・能力 養成期 基盤形成期 伸長・充実期 深化・発展期 熟達期

「とくしま」を愛し，徳島教育大綱に示されている「人財」の育成を目指し，
使命感と情熱をもって，たくましく，粘り強く教育活動に取り組んでいる。

使命感と教職への誇り，たくましい精神力と柔軟性をもって，教育活動を
推進している。

教育公務員としての自覚をもち，法令やセキュリティポリシー等を遵守
し，誠実かつ公正に職責を遂行し，家庭や地域の信頼を得ている。

家庭や地域の信頼に応え，法令やセキュリティポリシー等の遵守を周囲
の教職員に働きかけ，組織の志気を高めている。

知見を広げ，物事を的確に判断するとともに，主体的に研修に取り組ん
でいる。

豊かな経験に裏打ちされた識見を有し，課題意識と探究心をもって自己
研鑽に努めるとともに，範を示している。

教職員，家庭や地域と幅広く関わり，自分の考えを適切に伝えながら，
助け合っている。

組織のコミュニケーションを活性化するとともに，管理職や学年・職種等
の異なる教職員とのパイプ役となり，支え合う環境づくりをしている。

幼児一人一人の抱えている悩みや願いを把握し，差別やいじめを許さな
い集団をつくるとともに，教育的愛情をもち，人権を尊重し，行動してい
る。

園や地域の人権に関する課題の解決に向けて，関係機関等とともに取り
組み，人権尊重の精神が高まるよう家庭や地域に広めている。

様々な遊びや集団活動において，よりよい集団に高め，集団相互の関
わりを活性化させるとともに，若手教員に助言をしている。

課題の未然防止や迅速な発見に努め，必要に応じて専門家と連携しな
がら課題解決を図り，その様々な方策について，若手教員に助言をして
いる。

グローカルな視野とキャリア教育・消費者教育・主権者教育の視点を踏
まえ，異年齢集団を組織したり，他校種や家庭，地域，企業，関係機関
等との連携を図ったりしながら，あらゆる教育活動を通じて指導・支援を
している。

幼児のニーズに対応するための専門性を高め，合理的配慮の視点から
園内での連絡・調整を行うなどして，園生活全体を通じて個に応じた支
援を行っている。

反省・記録・学校評価等の結果に基づき，園の中心となって，長期的・継
続的な改善策を提案し実践している。

幼児一人一人に応じ，育みたい資質・能力の育成のために，教材研究・
教材開発（環境の構成を含む）に取り組み，創意工夫のある保育を構想
している。

最新の知見に基づき，新たに身に付けた保育技術を積極的に活用し，
保育を展開するとともに，若手教員への助言・育成にあたっている。

学びの芽生えや長期的な変容にも目を向け，一人一人の発達の過程を
的確に把握し，保育を実践している。

園内や市町の研究会等で研究保育を積極的に行うとともに，自分の保
育を客観的に評価し，改善につなげている。

セキュリティポリシーを遵守し，ICTを活用して効果的・効率的に保育や
園業務を行っている。

保護者や特別支援教育コーディネーター，他の教職員と連携･協働しな
がら，指導・支援に取り組んだり，幼児同士の相互理解が深まるような交
流及び共同学習に取り組んだりしている。

全ての幼児の望ましい行動を育てるために，ポジティブ行動支援の手法
を用いて，課題の解決や問題の予防に取り組んでいる。

幼児の発達や個性等をより多面的に理解して信頼関係を構築し，長期
的な視野をもって社会的資質や行動力を獲得できるよう意図的・計画的
に指導・支援や環境の構成をするとともに，若手教員に助言をしている。

Ａ
使命感 ・
倫理観

Ｃ
社会性・コ
ミュニケー
ション力

Ｄ 組織マネ
ジメント力

〇 組織の一員として，目標と
自分の役割を理解し，協働
して責任を果たそうとしてい
る。

Ｅ 連携・協働
力

〇 家庭や地域と連携する重要
性を理解し，ボランティア活
動や地域の行事等へ参加
している。

Ｃ
保育実践
力

Ａ
カリキュラ
ム・マネジ
メント力

○ 幼稚園教育要領等の「ねら
い」「内容」や発達の連続
性・関連性を理解している。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用

担
任
力

特
別
な
配
慮
・
支
援

保
育
力


